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HOPS2023 地方議員・地方公務員向け 

サマースクールの開催について 
 
 

 公共政策大学院（公共政策学教育部・公

共政策学連携研究部 略称 HOPS）では、

2023年 8 月24日(木)・25日(金)に「地方議

員・地方公務員向けサマースクール」を開

催した。 

 本講座は、2008年度、地方議会の活性化

と議員の自己啓発・自己研鑽に資すること

を目的に「地方議員向けサマースクール」

として大学院が取り組むものとしては全国

に先駆けてスタートし、2016年度より地方

公務員にも門戸を広げて開講してきたもの

である。 

今年度は、「持続可能な地域公共交通の

構築に向けて―市町村の役割に注目して」

をテーマとして開催した。北海道内の多く

の市町村では、地域によって利用者の減少

により従来のバス路線が維持できないなど

の状況が見られる。地域の公共交通は、特

に車を運転しない高齢者や子どもにとって

必要不可欠なものであり、現在、道内では、

予約型のデマンド交通、情報通信技術を新

たに取り入れたサービスなど、地域公共交

通に関する多様な取組が進行中である。そ

こで今年度のサマースクールでは、持続可

能な地域公共交通を構築するため、市町村

の役割に注目しながら、地方議員や地方公

務員が持つべき基本となる視点や住民との

向き合い方などについて、研究者・実務家

による先行事例等に関する講演やグループ

ディスカッションを通じて学ぶこととした。

研修効果を高めるとともに、グループディ

スカッションに用いるため、2 日コースの

受講者にはレポート作成の事前課題を課し

た。 

1 日コースはオンラインによる受講、2 

日コースは対面式による受講とし、地方議

員45名（  1 日コース29名、2 日コース16

名）、地方公務員20名（ 1 日コース14名、2 

日コース  6 名）の参加を得た。また、

HOPS が実施する日台エグゼクティブプロ

グラムにおいて訪日している台湾の社会人 

5 名が参加した。 

  1 日目は、「北海道における交通政策」

について北海道総合政策部交通政策局鉄道

担当局長 斎藤由彦氏、「住民サービスとし

ての公共交通―持続可能な公共交通の構築

に向けて」について石狩市企画経済部企画

課交通担当課長 上窪健一氏、「地域公共交

通に関するデータ分析の手法と住民・事業

者との連携」について日本データーサービ

ス株式会社取締役計画調査部長 東本靖史

氏より講演をいただいた。2 日目は、「持

続可能な地域公共交通の構築における市町

村の役割」について北海道大学大学院工学

研究院教授 岸邦宏氏の講演に続いて、

HOPS 専任教員がファシリテーターとなっ

て参加者によるグループディスカッション

を行った。 

 今年度は、昨年度に続き対面参加とオン

ライン参加を併用するハイブリッド開催と

した。また、1 日目の日程終了後に、対面

受講者を対象とした懇親会を開催した。 

 

１. サマースクールの概要・日程 

 サマースクールの概要及び日程は、次の

とおりである。 

主  催：北海道大学公共政策大学院 

共  催：特定非営利活動法人 CAN 
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後  援：北海道市長会･北海道町村会･

北海道市議会議長会・北海道

町村議会議長会 

協  力：北海道 

開催期間：2023年 8 月24日(木)～ 8 月25

日(金) 

開催場所：北海道大学・オンライン

（ZOOM） 

対象･定員： 2 日コース (講演・グループ

ディスカッション）25名程

度 

      1 日コース (講演) 100名程度 

受 講 料： 2 日コース 6,000円 

      1 日コース 3,000円 

 

（事前課題） 

所属自治体における公共交通の現状と課

題に関して以下の点について、Ａ4 用紙 2 

ページ程度でレポートにしてください（レ

ポートは 2 日目の研修参加者限りで共有し

ます。）。 

― 所属自治体で地域公共交通に関する計

画が策定されているか。策定されている

場合は、名称と策定時期 

― 所属自治体の人口（総数、年少人口・

生産年齢人口・高齢者人口別）のこれま

での推移と今後の見通し 

― 所属自治体内の公共交通資源の洗い出

し 

― 所属自治体の公共交通の課題（箇条書

きでも可） 

― 課題に対して、市町村において実施す

べき対策や取組についての提案（箇条書

きでも可） 

※ 所属市町村が地域公共交通に関する

計画を策定している場合は、計画内容

を参考に作成してください。 

 

２. サマースクールの内容 

２.１ 講演（ 8 月24日） 

「北海道における交通政策」 

講師：斎藤由彦氏（北海道総合政策部交通

政策局鉄道担当局長） 

北海道の公共交通を取り巻く環境につい

ては、人口減少や高齢化、運転手の不足な

どにより維持確保が難しい状況にある。ま

た、北海道は広域分散型の地域特性である

ことに加え、感染症拡大といった環境の変

化も生じており、様々な対策の議論が行わ

れているところである。 

2016年、JR 北海道から維持困難線区が

公表されたことから、有識者による検討を

開始した。路線の存廃を沿線の自治体に限

った問題とするのではなく、鉄道が道内交

通ネットワークの根幹であり、維持のため

には関係者の総力を結集することが重要で

あると確認した。 

これらが契機となり、北海道の交通政策

の羅針盤として「北海道交通政策総合指

針」を策定した。計画期間は新幹線の札幌

延伸に合わせて2030年までとし、具体的な

施策として重点戦略を定めている。指針で

は、公共交通全体をネットワークとして形

成するため、道内の公共交通を幹線交通、

広域交通、生活圏交通の 3 つの階層に分け

て整理した。また、地域に根差した道筋を

示すため、新たな圏域として 3 つのネット

ワーク形成圏を打ち出した。 

公共交通のネットワークを形成するにあ

たって、関係者が増えるほど利害調整が困

難になる。そこは道庁など行政の役割であ

り、強制力を持って連携するのではなく、

事業の一部だけでも連携して次の取組につ

なげることが重要と考える。このような

「緩やかな連携」によって、地域交通の最

適化を図り、北海道型の運輸連合といった

枠組みに向けて検討を進めている。 

公共交通の維持確保に向けて、関係者の
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不断の努力がある一方、自治体も事業者も

単独で公共交通を維持することは難しいと

考えている。そういった部分で大きなまと

まりを作ることが北海道の交通政策におい

て重要。 

 

「住民サービスとしての公共交通―持続可

能な公共交通の構築に向けて」 

講師：上窪健一氏（石狩市企画経済部企画

課交通担当課長） 

石狩市の人口は約 6 万人で、約 9 割は花

川地区に居住している。一方、厚田・浜益

地区は人口密度が低く65歳以上の人口割合

が高いため、生活の足となる公共交通が必

要となっている。 

2019年に策定した石狩市地域公共交通網

形成計画では、公共交通の利用増加、公共

交通空白地住民の移動環境の向上、石狩湾

新港地域への公共交通利便性向上、持続可

能な公共交通サービスの提供、公共交通を

利用しやすい待合環境の形成、公共交通に

転換するための利用促進策の展開、わかり

やすい情報発信による利用促進を目標と

し、施策に取り組んでいる。 

浜益地区では、バス路線の廃止による代

替交通として、民間委託による市町村有償

輸送のデマンド交通に取り組んでいる。国

から一定の補助があるものの、年間約

1,000万円の財政支出と車両の負担が発生

している。料金は距離に応じて400円から

1,600円に設定している。 

また、昨年度は石狩市が実施主体とな

り、AI オンデマンド交通の実証運行を実

施した。石狩湾新港地域で働く約 2 万人を

対象とした通勤オンデマンドと、石狩市内

に居住する高齢者の日中の買い物需要に対

応した市内オンデマンドの 2 つの交通サー

ビスを同時に運行した。利用にあたって

は、既存のアプリを活用し、スムーズな予

約や決済ができるよう利便性に考慮したほ

か、市内オンデマンドはカスタマーセンタ

ーを設置したことで、高齢者から高い満足

度が得られた。半年間の実証期間で通勤

555人、市内422人の利用があり、一定の成

果が見られたことから、今年 9 月から実証

運行を再開し、今後の本格運行に結びつけ

ていきたいと考えている。 

来年度、公共交通計画の見直しが求めら

れており、AI オンデマンド交通の本格運

行と、交通結節点の検討について重点的に

取り組むこととしている。今後は札幌市と

の接続や乗務員の担い手不足が課題であ

り、AI オンデマンド交通を始めとした公

共交通を、住民や交通事業者と連携して持

続可能な取組として構築していきたい。 

 

「地域公共交通に関するデータ分析の手法

と住民・事業者との連携」 

講師：東本靖史氏（日本データーサービス

株式会社取締役計画調査部長） 

 地域公共交通計画を策定する上で、まず

必要な作業がその地域の公共交通の現状・

問題点を抽出するためのデータ分析とな

る。分析にあたっては、①現状、②利用実

態、③経常収支、④交通空白地域、⑤利用

者ニーズ、⑥潜在需要、⑦財政負担、⑧運

行経費等に着目すると良い。最近は、需要

（利用者）に加えて供給（交通事業者）に

も着目し、需要と供給のマッチング分析を

行うことも重要となっている。利用者ニー

ズを把握する上で、「アンケート調査」は

主要な手段となる。アンケート調査では、

現在の利用者の不満を探ることも重要であ

るが、公共交通が利用できないことによる

弊害（潜在需要）を把握することがより重

要である。ここで明らかになった課題に対

しより詳細な状況把握のためには、ヒアリ

ング調査も必要となる。SP 調査（表明選

好法）と RP 調査（顕示選好法）を併用す

ることで、サービスの供給過剰の発生につ
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ながることを回避し、現状での地域の公共

交通の課題をより見ることができる。ま

た、公共交通の利用実態（時間、区間、目

的など）を把握することも、各種公共交通

の方向性を検討する際の基礎資料となる。 

住民・事業者と連携して地域公共交通の

運行を行った事例として、登別温泉のグリ

ーンスローモビリティがある。登別温泉街

では、観光客を温泉街に周遊させ、温泉街

の活性化につなげていくことが課題の 1 つ

であった。課題解決のために登別市地域公

共交通活性化協議会が中心となって地域住

民のニーズ把握を行い、登別温泉周遊バ

ス・オニスロ（グリーンスローモビリテ

ィ）の運営方法、運行ルート等を、関係機

関と議論の上、運行を決定した。本格運行

後は、観光コンベンション協会が実施主体

となったが、運行にあたっては、地元商店

街、交通事業者と連携して運行方法に様々

なアイディアを取り入れることでオニスロ

を育てている。多様化する利用者等のニー

ズと交通モードのマッチング、法定協議

会、ワークショップ等を活用しながら、住

民・事業者間で課題を共有・共感し解決策

を醸成していくことが両者の連携を進める

上でのポイントとなる。 

 

２.２ 講演（ 8 月25日） 

「持続可能な地域公共交通の構築における

市町村の役割」 

講師：岸邦宏氏（北海道大学大学院工学研

究院教授） 

今回は、持続可能な地域公共交通の構築

における市町村の役割ということで、特に

市町村として何をすればよいかを中心に話

をする。 

 地域公共交通において需給調整規制が撤

廃され20年以上経過した。その後、地域公

共交通活性化再生法の改正によって、地域

公共交通計画の作成が自治体の努力義務と

なり、地域の責任で地域公共交通を考える

ようになった。多くの自治体が需要の少な

いところにデマンド交通を導入し、国から

運行費用の補助金をもらってきたが、国と

しては、まちづくりと連携した地域公共交

通計画の作成を求めるようになった。 

JR 北海道の路線存廃問題を機に、北海

道交通政策総合指針が作られた。北海道新

幹線札幌開業に向けて、鉄道だけでなく全

ての交通手段を連動させながら、持続可能

な公共交通のネットワークを作ろうとした

のがこの交通政策総合指針であり、ぜひ見

てほしい。 

キーワードの 1 つにシームレスがある。

出発地から目的地までのドアツードアの交

通というのは、複数の交通手段を乗り継い

でいくことを考えないといけない。物理的

なバリアフリーの整備も同様である。時間

的には鉄道を降りて 5 分10分後にはバスへ

の乗り換えができ、料金は 1 つの IC カー

ドで全ての交通手段が利用できるなどであ

る。 

 ドイツを参考に運輸連合の考え方を取り

入れつつ、利用者目線で利便性の高い公共

交通システムを目指し、十勝にてシームレ

ス交通戦略推進会議を立ち上げて、バス路

線のない観光地へはタクシーで交通を確保

し、JR とバスの乗り継ぎでは、改札口か

らバスターミナルまでの案内表示を改善す

るなど公共交通の改善に取り組んだ。さら

に MaaS の実証実験を行った。観光 MaaS 

では、スマホ上で観光地を提案し、利用者

は目的地を選択すると交通手段が提示さ

れ、チケットもクレジット決済で購入でき

るようにした。生活 MaaS では、日常生活

でも飲食店、病院、公共施設との連携で目

的地を提案し、公共交通を提示するように

した。成果として「目的地と連携すること

の効果あり」との声が挙がり、この実証実

験は本格運用に向けて十勝総合振興局に引



【レポート】 

- 199 - 

き継がれた。 

これからの公共交通に対しては、運輸事

業者は現状維持から脱却して、顧客満足度

の向上に取り組む必要がある。住民は、今

まで以上に公共交通機関を利用することが

大事である。自治体は公共交通に関連する

横断的な連携を進めることが、国は国土計

画の観点から公共交通のあり方を考え、自

治体をどう支援するかという役割が重要に

なる。費用負担や財源の話は避けて通れな

い。「負担はできない」と言うと、議論は

進まない。どこまで負担できるか、踏み込

んだ議論が必要である。 

 データ分析から見た事例として、厚真町

内の交通は、予約運行の記録がデータベー

スとして蓄積されている。病院に行って交

流館や福祉センターに寄って帰るとか、買

い物や友達に会いに行くのにも利用するよ

うになり、1 人当たりの利用回数が1.5倍

に増えた。コミュニティカフェの実証実験

では、おしゃべりをする交流拠点の機能と

待合所の機能を融合させることの効果を示

した。地方都市こそ交流拠点の機能が必要

で、そこに公共交通を組み合わせることが

重要である。 

 地域公共交通に関する協議の場としての

法定協議会の議論は、運輸事業者は尊重す

る義務がある。また、計画策定だけでなく

運行に関する協議まで可能であり、法定協

議会は減便や廃止の防波堤の役割がある。

市町村は、活発な議論となるように協議会

においてコーディネーターの役割を果たし

てもらいたい。 

 

２.３ グループディスカッション ( 8 月25日) 

 グループディスカッションは 5 人から 6 

人ずつ 5 グループ編成で実施した。グルー

プ編成に当たっては、ディスカッションし

やすいよう、地理的に比較的近い自治体や

人口規模が類似した自治体の地方議員や地

方公務員を同じグループとした。 

午前のグループディスカッションでは、

HOPS 専任教員の進行のもとで、受講者が

本サマースクールに向けて準備した事前課

題をもとに、受講者の所属市町村の公共交

通の現況や課題、その対策について、受講

者から、自己紹介を含めて、報告・共有を

行った。 

午後のグループディスカッションでは、

①住民のニーズを踏まえた公共交通とする

にはどのような取組が有効か、②グループ

内で自由に設定したテーマ、③持続可能な

公共交通とするため議会の果たすべき役割

は何か、という 3 つのテーマについて、講

演者の岸教授、石狩市上窪課長からのアド

バイスを得ながら、受講者による意見交換

を行った。いずれのグループも、住民や事

業者と向き合い、地域の実情を踏まえいか

に地域の公共交通を確保していくか、活発

な議論が行われた。グループ発表の際に報

告された各グループの議論の概要は、次の

とおりである。 

 

【Ａグループ】 

１．住民との関係 

 公共交通機関を利用する際には、生活

の面と楽しみと余暇の面という2通りが

ある。まず生活の面に関しては、いかに

デマンドなどの手法を用いるかを検討

し、楽しみとか余暇の部分に関しては交

通に加え、まちづくりの観点から考えて

いく必要がある。 

２．財源 

 公共交通機関に関する予算は、各市町

村でも確保が困難であるため、まちなか

活性化などの地域振興や高齢者支援や子

育て支援など、様々な観点から検討する

必要がある。 

 利用料金についても、値上げも含めて

利用者の使い勝手の良さを踏まえなが
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ら、適切な設定をすることが求められ

る。 

３．議会の役割 

 公共交通を議会で議論していく上で

は、住民ニーズ、事業者の現状、行政が

できること、この 3 つをしっかり洗い出

し、整理をして議論をしていくことが役

割である。 

 

【Ｂグループ】 

１．住民との関係 

 住民に当事者意識を持ってもらい、参

加型の民主主義を実現するため、住民、

事業者、自治体といった関係者を含めた

協議会を作り、自治体がデータの収集、

ニーズを把握すること、その際に地域ご

とのバランスを考慮することが必要であ

る。 

２．交通事業者との関係 

 自治体が様々な情報収集をした上で、

交通事業者と議論する必要がある。その

上で、バス、JR、タクシーといった事

業者間の役割分担を考慮し、利便性を確

保しつつ、車利用者に公共交通をどうい

うふうに使ってもらうのかという課題に

ついて、移動支援の観点や白タクなどの

活用も含めて検討した。 

３．議会の役割 

 特定の支援者のニーズを満たす行動が

これまでにも散見されていることが、課

題として挙がった。議会でも会派や交通

の委員会だけの縦割りを超え、横のつな

がりで討議するため、議会改革を検討し

ていく必要がある。 

 

【Ｃグループ】 

１．住民との関係 

 利便性において自家用車と比べるとど

うしても公共交通が負けてしまうため、

どうしたら公共交通の利用促進が実現で

きるかという視点から議論した。住民ア

ンケート、地域住民への聞き取り等につ

いて、学術的な観点を用いた調査を行う

ことが必要である。 

２．利用促進に向けた取組 

 公共交通に関する情報が住民に届いて

いない。このため、公共交通をリアルに

感じられるような体験型イベントや、住

民が参加したくなるようなエンターテイ

メントを組み合わせたイベントを通じ

て、情報を届けると良いのではないか。

これはプッシュ型アプローチの具体例で

ある。 

 ユーザーの利便性を見据え、交通拠点

の整備を通じた公共交通と地域のトータ

ルデザインを進める必要がある。 

３．議会の役割 

 議員は住民に近いため、個別の政策決

定によって、誰が、どのような影響を受

けるのかをリアルに想像しながら政策案

を検討することができる。このように民

主主義を機能させる議会が、市民の代表

として行政に提案を行う必要がある。 

 議会がコーディネーターとして市民を

巻き込んだ「緩やかな連携」を実現す

る。 

 議会における、所管の委員会の縦割り

に過度にしばられるのではなく、情報を

共有しながらよりよい政策実現につなげ

ていきたい。 

 

【Ｄグループ】 

１．住民との関係 

 職員が説明会で一方的に説明するので

はなく、住民を巻き込んだワークショッ

プなど利用者からの自由な意見をもらう

ことが大切なのではないか。 

 公共交通を普段利用していない人にも

無差別でアンケートをとることで、潜在

的なニーズを把握することが可能とな
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る。住民から意見を述べてもらうこと

は、当事者意識を持って行動変容を促す

ことができる第一歩になる。 

２．地域における地域住民や交通事業者と

の協議の場の在り方 

 まずは住民のニーズを把握して、たた

き台をつくることから始めることが大事

である。住民や交通事業者と、日頃から

コミュニケーションをとることで、事前

協議もスムーズに行えることから、関係

構築後に法定協議会などに臨むことがい

いのではないか。 

３．議会の役割 

 まずは住民の意見を聞くこと、行政の

努力や大変さを逆に地域の住民の方に伝

えていくことで、公共交通の利用促進に

つながるのではないか。特に、その住民

の小さな声なども、議員から行政に届け

てもらうことが重要。そのためにも、議

場だけではない議員と職員との意思疎通

の場が必要である。 

 地域住民の代表として、対立するので

なく、共にまちづくりを進めていこう、

という姿勢を地域住民に促すべきであ

る。 

 

【Ｅグループ】 

１．住民との関係 

 公共交通施策を実施する上で、住民と

の関係において重要なことは、丁寧な話

し合いを行い、意見をよく聞くことであ

る。 

 アンケートの回答率は良くて 3 割程度

であり、議員や職員が出向いて住民の話

を聞くことも必要なのではないか。 

 また、自分でできることを考えてもら

うことや公共交通を利用した感想を共有

してもらうことも必要である。 

２．デマンド交通 

 地域の実情にあったデマンド交通のシ

ステムを構築する上で、民間事業者との

調整が重要であるとともに、住民が実際

に活用するよう十分な情報伝達が必要で

ある。 

３．議会の役割 

 現状把握と改善ができるよう PDCA プ

ロセスを回すようにすること、そして観

光利用との結びつきを強化することが議

会の役割である。そのための施策立案の

素地として、議員と職員が一緒に研修を

受け共通認識を持つことは有効である。 

 

【全体の講評】 

岸邦宏氏（北海道大学大学院工学研究院教

授） 

 公共交通の議論をする上では、法定協議

会のメンバー構成が行政関係者と交通関係

者だけでは不十分であり、一般公募による

住民の委員、町内会関係、福祉関係、商工

会議所といった地域のキーパーソンの参加

がとても重要である。法定協議会メンバー

の任期による交代を控えている地域では、

このことを踏まえて検討をしてほしい。当

事者意識も重要で、住民が計画段階から参

加することは本当に大事なことである。あ

るまちでは、住民の皆さんが危機意識を持

っていて、計画段階から意見を言った回数

が多い人ほど、公共交通を利用する傾向が

あった。 

 公共交通の利用促進については、人口減

少社会では、公共交通を利用する地域の生

活者の総数は減ってくるため、自家用車の

利用者をどれだけ公共交通に転換させられ

るか、また 1 人当たりの公共交通利用回数

をどれだけ増やすことができるかが求めら

れる。生活に必要な需要以外に、「人に会

いに行くこと」という出かける動機を創出

する必要がある。公共交通でもまちなかに

行けるという経験を定着させ、働きかける

ような取組を継続してほしい。そのために
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は使える財源を組み合わせるなど、予算を

総動員する必要があり、ここは地方議員の

皆さんの腕の見せ所である。 

 利用促進について、自治体でワークショ

ップをやってみると、公共交通を使わない

理由は大きく「利用したいときに利用でき

ない」、「歩くから嫌」、「お金がかかる」の 

3 つに集約される。特に過疎地域の場合

は、ドアツードアでデマンド運行ができれ

ば、徒歩の距離の課題は解決する。お金が

かかるというところも、財政的に負担する

余力があれば、安くしてもよい。利用した

いときに利用できない点については、便数

を増やすのではなく、まちづくりとの連携

で、公共交通の不便さをカバーし、楽しく

待ち時間を使ってもらうことを検討しては

どうか。 

 住民への周知がうまくいっていないこと

によって、公共交通の取組を知らない、使

わない人が多いという話があった。これに

加えて、地域住民がバスを使わない理由

は、不便だからではなくて目的地にたどり

着けるか不安といったものもあり、周知内

容の充実が必要である。 

 昔の公共交通は不特定多数の人に向けた

ものであったが、地方都市では今のニーズ

は車を持たない高齢者と高校生に集中して

いる。将来のことを考えるときには、高校

生あるいは地域の大学生の視点で、まちづ

くりや公共交通を考えると良い。高校や大

学を卒業した人が地元に残ることにもつな

がってくるし、特に高校生や大学生の当事

者意識はとても大事である。 

 議会の役割について言えば、地域に入り

込んで住民の意見を聞くことができるかが

重要となる。住民の代表である議員、ある

いは自治体職員が連携しながら声を聞くこ

とも大事であろう。今後、今回のサマース

クールで学んだ様々な事例を参考にしなが

ら、それぞれの地域に戻って、地域のため

にアレンジし、地域の公共交通の維持確

保、さらに活性化につなげていってほし

い。 

 

３. 今後に向けて 

 受講者へのアンケート調査（後掲）を見

ると高い評価となっており、地方議員と地

方公務員が、テーマに関連する事例やデー

タ分析について共に学び、議論することが

できる当スクールのような場が強く求めら

れていることが明らかになっている。 

本サマースクールが、受講者が公共政策

に関する最新の知見を得るとともに，互い

に親密なネットワークを形成し、情報交換

を重ねながら、地域活性化などに取り組ん

でいくためにより大きな貢献ができるよ

う、改善を重ねながら、引き続き開催して

いく予定である。 

 

文責：山本直樹（北海道大学公共政策大学

院教授） 
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2023年度 HOPS 地方議員・地方公務員向けサマースクール日程 

 

   8 月24日(木) 【 1 日コース／ 2 日コース】 

時刻 内容 

13:30 

 

14:00～14:10 

 

 

 

 

14:10～15:00 

 

15:10～16:00 

 

16:10～17:00 

開場 

 

◆ 開講 

開講あいさつ 

    北海道大学公共政策大学院院長 空井 護 

 

〈講演〉 

◆ 「北海道における交通政策」 

北海道総合政策部交通政策局鉄道担当局長 斎藤 由彦 氏 

◆ 「住民サービスとしての公共交通―持続可能な公共交通の構築に向けて」 

石狩市企画経済部企画課交通担当課長 上窪 健一 氏 

◆ 「地域公共交通に関するデータ分析の手法と住民・事業者との連携」 

日本データーサービス株式会社取締役計画調査部長 東本 靖史 氏 

 

 8 月25日(金) 【 2 日コースのみ】 

時刻 内容 

9:30 

 

10:00～11:00 

 

11:00～12:00 

 

12:00～13:00 

 

13:00～14:30 

 

14:40～15:40 

 

15:40～16:00 

開場 

 

◆ 講演「持続可能な地域公共交通の構築における市町村の役割」 

北海道大学大学院工学研究院教授 岸 邦宏 氏 

◆ グループディスカッション 1 ：事前課題の発表とディスカッション 

 

昼食 

 

◆ グループディスカッション 2 ：持続可能な地域公共交通を構築する上で

市町村が果たす役割について 

◆ グループディスカッション報告・講評 

 

◆ 閉講 

閉講あいさつ 

    北海道大学公共政策大学院院長 空井 護 

写真撮影 
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＜アンケート結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 参加者の男女比 

図３ サマースクール受講状況 

図４ サマースクールの開講を何で知りましたか？（複数回答） 

図１ 参加者の年齢構成 
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（自由記述から） 

・ それぞれの立場で、公共交通についての課題や対策を聞くことができて、たくさんの

ヒントをいただきました。 

・ いろんな自治体の事例を知ることができて、また、自分が今まで興味がなかったこと

を勉強できて良かったです。 

・ 過疎地域の具体的な公共交通導入事例やデータ分析の手法がわかり、参考になりまし

た。 

・ グループディスカッションについて、短時間の良し悪しはありましたが、講演の効果

から具体的にやるべきことをイメージできました。 

・ どのグループとも明確な答えがないものの、有効な意見も出ました。こういう機会は

大学でしか得られないと思います。 

・ 講師の各グループへの的確な指摘やアドバイスを、今後のまちづくりに活かしていき

たいです。

 

図６ グループディスカッション２の感想 

図７ 地方議員・地方公務員と合同で 
   行ったことについて 

図８ サマースクール全体の感想 

図５ グループディスカッション１の感想 
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